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梅や水仙など、春の草花が美しく咲くよい季節となりました。

自然の営みは確かに巡り、季節は春に向かっています。

いよいよ６年生は小学部を巣立ち、中学生になります。

随分と立派に成長した６年生の姿を見ていると本当に頼もしくなったなと感慨も一入です。

６年生の保護者の皆様はなおさらのことと存じます。６年間のご協力に心から感謝申し上げます。

話は変わりますが、「空（から）の巣症候群」という言葉を聞いたことがありますか？

「空の巣症候群」とは、子どもの巣立ち（自立）とともに保護者が自分自身の役割が喪失したと

いう思いに駆られて、空虚感や喪失感が強まる一過性の抑鬱症状のことです。自己犠牲の精神や責

任感が強いまじめな頑張り屋さんが陥りやすいのだそうです。

「子どもは３歳までに一生分の親孝行をする」と聞いたことがあります。確かに３歳までの子ど

もの可愛さは格別ですが、たとえ３歳以降でも、子どもの頑張る姿に励まされて親は幸せを感じま

すし、子どもが元気に過ごしているだけでたくさんの幸せを味わうことができます。

また、親は子どもに幸せになってほしいと願っています。子どもが幸せになるのであれば、親は

どんな犠牲も厭わないと考えるものです。

しかし、「空の巣症候群」に陥らないためには、親は子育てのためだけに自分の全精力を傾けな

くてよいと思います。親にも自分自身のやりたいこと（幸せの追求）があるはずです。親自身が自

分の幸せを追求することは、子どもにとっても幸せなことのはずです。親が生き生きと日々の生活

を営んでいる幸せそうな姿を見れば、きっと子どももそのような大人になりたいと願うことでしょ

う。親が多くを語らなくても子どもは大人を見て育つということです。

親自身が自らの幸せを追求しながら、子どもが自分の力で幸せになるのを見守り、必要ならば支

援するというのが理想なのではないかという気がします。

新型コロナウイルスやインフルエンザの感染防止に努めてきた児童たちの学校生活も、来年度以

降は少しずつですが日常に戻せそうで、とてもうれしく思っています。

令和５年度も教職員一同、教育に励んでまいりますので、本年度同様どうぞよろしくお願いいた

します。

ご卒業おめでとうございます

１４期生の皆さん、いよいよ卒業ですね。本当におめでとうございます。

小学部での６年間はどうでしたか？ いろいろな経験が凝縮された、中身のみっちり詰まった

素晴らしい６年間だったことと思います。その間、私もたくさんの喜びや感動をいただきました。

現在のメンバーが小学部で一緒に過ごせるのは、あとわずかです。どうか、そのわずかな日々

をしっかりと惜しみ、愛おしみながら学校生活を送ってください。そしてその後は、未来に目を

向けて勇気をもって一歩を踏み出し、踏み出した限りは自分の未来を信じて進み続けてください。

ところで、漫才師、俳優、映画の脚本家・監督などいろいろな方面で活躍されている北野武さ

んは「勉強するから、何をしたいかが分かる。勉強しないから、何をしたいかが分からない。」

と述べておられます。私も、「学びはあなた方の道を開く」と信じています。どうか中学生にな

ってもしっかり勉学に励み、自分らしく生きる道を見つけてください。

１４期生の皆さんの今後益々のご多幸とご活躍を心から祈っています。

６年１組担任 板橋 亜弥
胸に名前が書かれたピンクとブルーの花をつけて、真新しい制服を着て緊張した顔で教室に入っ
てきてから早６年、月日が経つのは本当にあっという間だと感じます。もうすぐ卒業なのかと、カ
ウントダウンが掲示された誰もいない教室でふと思う日も増えた気がします。
皆さんとは担任として５年間関わり、その間、たくさん笑い、たくさん怒り、たくさん喜び、た
くさん心配しました。皆さんは、驚くべきスピードで成長していきました。自分自身では成長を意
識できないかもしれませんが、スライドショーで大きくなった自分の姿に驚いたのではないかと思
います。「つよく やさしく どうどうと」から「One For All」まで、１４期生を支えてくれた全
ての人の優しさや願いはどうか忘れないでくださいね。
これから、新たな出会いが待っています。嬉しいこともそうでないことも経験していくことにな
るかと思います。それらは全て皆さんを形作るものになっていきます。良いことも悪いこともかわ
るがわる起こるもの、だったら前を向いて進んでいきましょう！
今までありがとう。そして卒業おめでとう。

６年２組担任 森田 基広
１４期生のみなさん、もうすぐ卒業ですね。みなさんにとって、この６年間は当たり前のありが
たさを痛感したものだったと思います。元気に学校に来ること、友達と楽しくしゃべること、大き
な声で笑うこと、当たり前の日常がコロナウィルスで一変しました。友達とは距離をとり、食事は
静かに食べ、遊び方にも気をつけるなど、とても不自由な生活も経験しました。それでも、小学校
生活を振り返ったときに、悪くなかった、楽しかったと思ってもらえれば嬉しいです。今後も何が
どうなるか分かりませんが、それでも人と人とは関わっていかないといけません。楽しいことも、
自分が思うようにいかないことも全てが経験です。その経験を糧に成長していって下さい。ただ、
疲れたときは休みなさい。そして何より謙虚に生きて下さい。これからも自分達で考えて、周りの
ために、自分のために、毎日を元気に楽しく、とびっきりの笑顔で過ごして下さいね。今後のあな
た達の活躍を楽しみにしています。
最後になりましたが、保護者のみなさま、いつも温かく見守って頂き、ありがとうございました。

５年生代表委員会からのメッセージ
児童会副会長 武田 鉄弘

６年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。
私たち５年生は、１４期生のみなさんに、たくさんお世話になりました。入学式で、折り鶴の
レイを先輩の皆さんからもらった時、私たちも智辯学園の一員になれたという喜びを実感したこ
とを今でも覚えています。
１年生での林間学校や、５年生での久しぶりの臨海学校では、初めての場所で、少し緊張をし
ている私たちに、「やってあげるよ」「次はこうしよう」とやさしく声をかけてくださり、不安が
なくなりました。一緒に過ごす中で、知らないことを教えてくれたり、楽しい話をたくさんして
くれたりしたことがうれしい思い出として残っています。
クラブ活動や委員会活動でも、最高学年として、やさしくやり方を教えてくださってありがと
うございました。文化祭では、６年生のみなさんの迫力ある合奏を聞いてとても感動しました。
これから私たちも自分たちの合奏の練習に励み、堂々と演奏したいと思いました。私たち５年生
も、１４期生のみなさんのように、下級生にしたわれて、みんなで協力し合える最上級生になり
たいと思っています。
みなさんは、４月から中学生という新しいスタート地点に立たれます。夢に向かって、自分を
信じて突き進んでください。みなさんと過ごした楽しかった日々を私たちは忘れません。これか
らのご活躍をお祈りしています。



月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事
16 木 1 土

17 金 ２ 日 春
18 土 ３ 月 休
19 日 ４ 火 み
20 月 卒業式予行（５限授業） ５ 水

３ 21 火 春分の日 ４ ６ 木

卒業式（４～６年生） ７ 金 始業式（４限授業）

家庭学習日（１～３年生） ８ 土 週休日

22 水 21日の振替休日 ９ 日 入学式

23 木 10 月 ９日の振替休日

24 金 終業式 11 火 新入児保護者オリエンテーション

月 25 土 個別面談 月 12 水

26 日 春 13 木 １年生午前中授業

27 月 個別面談 14 金

28 火 休 15 土 保護者会（４～６年生）

29 水 16 日

30 木 み 17 月

31 金 18 火 全国学力学習状況調査（６年）

※４月２２日（土）に保護者会（１～３年生）を実施予定です。

児童の作品が、各コンクールで受賞しました。誠におめでとうございます。

●大和川コンクール
絵画部門 低学年の部
大和川水環境協議会賞
３年２組 吉田隼人（よしだ はやと） 「きれいな大和川」

審査員特別賞
３年２組 藤田愛真（ふじた えま） 「大和川の花火大会」

奨励賞
３年１組 米田 百（こめだ もも） 「ホタルがいっぱいの大和川」
３年２組 金田悠大（かねだ はると） 「夕日と電車」
３年２組 金村拓海（かねむら たくみ） 「ゴミ拾い」
３年２組 中村泉月（なかむら いつき） 「想像と違った大和川」

入選
３年１組 辰巳真優（たつみ まゆ） 「大和川の魚」
３年２組 桐山結衣（きりやま ゆい） 「ヤマメのすむ大和川」

絵画部門 高学年の部
審査員特別賞
４年１組 田中蒼真（たなか そうま） 「かしばの大和川」

入選
４年１組 細川琴叶（ほそかわ ことの） 「大和川にかかる橋」
４年２組 島本寧々（しまもと ねね） 「きれいな大和川」

※以下の行事は本校ウェブページに順次掲載予定です。ぜひご覧ください。

２月１８日（土）に第１９回文化祭を開催しました。今年は３年ぶりに保護者の皆様にも
ご覧いただきました。

３月８日（水）に６年生が遠足でデジタル教育施設「ＲＥ
ＤＥＥ」に行きました。小学部最後の遠足を満喫し、みんな
笑顔で過ごしていました。

３月１０日（金）に５、６年生が４年生対象に委員会体験を行いました。４年生は、来年
度から始まる委員会活動を頑張ろうと、決意を新たにしていました。

３月１４日（火）に５年生の児童会役員を中心に５年生児
童が企画した「６年生を送る会」を実施しました。６年生は
下級生からの様々な感謝のメッセージを受け取りました。


